
(3) 【算数・数学】

学年別平均通過率 63.2%小５ 66.0% 中１ 69.7% 中２

（算数：小５）内容・領域別平均通過率

69.7%

64.2%

70.2%

54.7%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

数と計算

量と測定

図　 形

数量関係

（数学：中１）内容・領域別平均通過率

66.2%

74.6%

86.3%

59.5%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

数と式

図   形

関 　数

資料の活用

（数学：中２）内容・領域別平均通過率

67.3%

66.4%

49.0%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

数と式

図   形

関　 数

（算数：小５）観点別平均通過率

57.9%

67.6%

68.8%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

数学的な考え方

表現・処理

知識・理解

（数学：中１）観点別平均通過率

55.4%

72.1%

72.3%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

数学的な見方や考え方

表現・処理

知識・理解

（数学：中２）観点別平均通過率

59.1%

66.6%

60.2%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

数学的な見方や考え方

表現・処理

知識・理解

小学５年 

○ 「数と計算」「図形」の通過率がほぼ７０％程度であり，簡単な四則の計算の問題は，概ね定着し

ているが，小数の乗除に関する計算の仕方や概数について意味理解が不十分である。 
○ 「数量関係」では，伴って変わる２つの数量において対応する数量を求めたり，２つの数量の間に

あるきまりを見つけたりする問題の通過率が低い。 
○ 「数学的な考え方」では，昨年度同様文章問題から数量関係の式を読み取る問題に課題がある。 
中学１年 

○ 「図形」「関数」の通過率が７０％を超えているが，「資料の活用」については資料を整理し，表に

まとめたり，そのまとめた表の特徴を記述したりする問題の通過率が低い。また，移行措置に伴い

新しく加わった内容である文章問題から数量関係をとらえ不等式で表す問題の通過率が低い。 
○ 「数学的な見方や考え方」では，数量の関係を図や式に表し，規則性の考え方を生かしながら発展

的に問題を解決する力が不十分である。 
中学２年 

○ すべての内容・領域別とも７０％を下回っており，特に「関数」については，2 つの数量が比例・

反比例の関係にあるかどうかを考察する問題や比例・反比例の関係を立式する問題，反比例のグラ

フ上にある点の座標を求める問題の通過率が低い。 
○ 「数学的な見方や考え方」では，文字式を用いた説明を読み取り，新たに活用する力や事象から数

量の変化を読み取り，その様子を表したグラフを適切に判断する力が不十分である。 
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【 特に定着を図りたい問題 ＜小５算数＞ 】

２ 小数の計算における乗数と積の大きさ，除数と商の大きさの関係について理

解しているかどうかをみる問題

通過率（３９．８％） 無解答率（０．４％）

６ 三角形の図形の性質をもとに，不足している条件を見つける問題

（移行措置の内容）

通過率（４２．２％） 無解答率（０．４％）

○ 小数の計算における乗数と積の大きさ，除数と商の大きさの関係に関する問題

や図形の合同に関する問題の通過率が低かった。特に除法と商の大きさについて

の理解が不十分である。また，図形についての観察や構成などの活動を通して，

その性質を見付けたり，確かめりたりすることが不十分である。

○ ２は，数量の関係をとらえ，乗数と積の大きさ，除数と商の大きさの関係につ

いて理解できているかを問う設問である。

○ ６は，図形の合同について，合同な三角形になるための条件を理解しているか

をみる設問である。

○ 小数の乗除に関する計算の意味や計算の仕方を言葉や数，式，図，数直線を用

いて考え，説明する算数的活動を充実させたい。

○ 図形の合同の問題は，合同な図形をかいたり，作ったりする活動の中で，どの

ような条件を用いれば合同な図形をかいたり，作ったりすることができるかとい

うことに着目し，合同について実感的に理解させることが大切である。

○ 図形の合同は，学習指導要領の移行措置に伴い，本年度から小５年で履修する

内容であるが，従来は中２年で履修しており，中学校での効果的な取組の共有化

を図るなど，小中の連携を図る必要がある。

○ 小学校学習指導要領解説算数編Ｐ143～149，Ｐ155～158

鹿児島チャレンジＰ４
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【 特に定着を図りたい問題 ＜中１数学＞ 】

２ ３ (1)，(2) 事象の規則性を見つけ，場合の数を具体的に求めたり，数量の

間の関係を文字式を用いて表すたりすることができるかどうかを問う問題

(1) 通過率（５８．６％） 無解答率（ ４．３％）

(2) 通過率（３１．８％） 無解答率（１６．３％）

下の図のように，１段目には，１，２ の２個の自然数を，２段目には，２，３，

４の３個の自然数を，３段目には，３，４，５，６ の４個の自然数をならべ るこ

ととする。このとき，次の(1)，(2)の問いに答えよ。

１ ２ １段目

２ ３ ４ ２段目

３ ４ ５ ６ ３段目

… …

n ……………………………… n n 段目

（ ）個

(1) ６段目の１番右側の数は何か。

(2) n 段目には自然数が何個ならぶか。 n を使って表せ。

○ 具体的な事象の規則性を見つけたり，帰納・類推的に考えたりして，一般的な

法則を予想し発見する問題の通過率が低かった。文章問題を読み取り，事象を理

解する力が十分でない。

○ (1)の問題は，具体的な事象からその中にある数量やその関係を文字式を使って

表現し，一般的に把握する見方や考え方の定着をみる設問である。

○ (2)の問題は，段数と自然数のならびの関係を帰納や類推によって発見的に捉え，

規則性を見出し，その考え方を生かしながら数量を一般化することができたかを

みる設問である。

○ 文字で用いた式に具体的な数を代入する活動を通して，文字がいろいろな値を

とることを意識化し，文字で用いた式の理解が深まっていく。そのような活動を

繰り返し，数量やその関係を文字を用いた式で表したり，文字を用いた式の意味

を読み取ったりするなど，数学的活動を通して「数学的な見方・考え方」を育成

する必要がある。

○ 学習指導要領解説数学編Ｐ59～60

鹿児島ベーシック21年度改訂，22年度改訂１
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【 特に定着を図りたい問題 ＜中２数学＞ 】

３ 文字式を用いた説明を読み取り，新たな場面に活用し，説明することができ

るかどうかを問う問題

１ 通過率（６５．０％） 無解答率（１２．０％）

２ 通過率（４９．８％） 無解答率（２８．０％）

○ 数の関係を文字で表す問題や提示された例をもとに，３つの数の関係を説明（証

明）する問題の通過率が低かった。理由としては，具体的事象を文字を使って数

量を一般化することや文章問題を読み取り，記述することを苦手としているため

である。

○ １の問題は，縦に並んだ３つの数の関係を文字式で数量及び数量の関係をとら

え，それを式に表現したり，式の意味を読み取ったりする能力をみる設問である。

○ ２の問題は，提示された例をもとに，数量の関係を文字を使って説明（証明）

を記述させる設問である。

○ 説明（証明）する学習においては，以下の点に留意すること

ア 説明（証明）することを構想し，方針を立てること

・ 結論を導くために何が必要であるかを明らかにすること

・ 与えられた条件を整理すること

・ 着目すべき性質や関係を見いだすこと

イ 方針に基づいて説明（証明）をかくこと

ウ 説明（証明）を振り返って新たな性質を見いだすこと

このことを意識した指導を繰り返すことが大切である。

○ 学習指導要領解説数学編Ｐ58～60

鹿児島ベーシック（中学２年用Ｐ３）及び21年度改訂版２ ，22年度改訂版１
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(4) 【理科】

学年別平均通過率 中２ 59.5%小５ 73.6% 中１ 57.0%

（理科：小５）内容・領域別平均通過率

75.0%

72.7%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Ａ　物質・エネルギー

Ｂ　生命・地球　

（理科：中１）内容・領域別平均通過率

58.6%

48.5%

57.6%

65.8%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

物   理

化   学

生   物

地   学

（理科：中２）内容・領域別平均通過率

60.3%

60.0%

63.2%

52.3%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

物   理

化   学

生   物

地   学

（理科：小５）観点別平均通過率

71.9%

74.8%

74.6%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

科学的な思考力

観察，実験の技能・表現

知識・理解

（理科：中１）観点別平均通過率

57.2%

59.5%

55.2%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

科学的な思考力

観察，実験の技能・表現

知識・理解

（理科：中２）観点別平均通過率

59.1%

54.7%

63.9%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

科学的な思考力

観察，実験の技能・表現

知識・理解

小学５年 

○ 移行措置に伴う「振り子の運動」の理解は定着していた。過去の調査で４０％の通過率だ

った「温度変化に伴う空気と水の体積の変化」も８０％を超え大きく改善された。 
 ○ 通過率が５０％前後だった「植物の成長の条件」や，観察による実感を伴った理解が求め

られる「月の動き」や「水中の生物」については，指導の重点化が必要である。 
中学１年 

○  「種子をつくらない植物の仲間」などの移行措置に伴う新しい学習内容や「光と音」「水と

圧力」「水溶液」などの視覚的に実感しにくい現象の理解が不十分であった。 
○  新学習指導要領では，学習内容について日常生活とのかかわりで理解を深め，知識を体系

化すること，つまり確かな概念形成を図ることを重点としている。観点別通過率では，「知

識・理解」が最も低く，概念形成を図るための指導方法改善が早急に求められる。 
中学２年 

○  記述により理由や仕組みを説明する問題の通過率は，昨年度より平均で１５％改善された

が，無答率が２２％の問題もあり，科学的な思考力を伴う表現力の育成が必要である。 
○  肺循環，体循環に関連した血液や血管の理解については，過去３年間で改善が不十分であ

り，心臓を中心とした循環経路のモデルで理解を深めさせることが求められる。 
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【 特に定着を図りたい問題 ＜小５理科＞ 】

２ (1) 条件制御による比較を通して，科学的なものの見方や考え方を問う問題

(2) ２ (1) 通過率（５５．２％） 無解答率（０．１％）

(2) 通過率（４５．７％） 無解答率（０．２％）

○ 植物の成長の条件について，環境

条件を制御しながら育て，両者の成

長の様子の比較から考察する科学的

な思考を求めた。また，習得した知

識を活用して判断することも求めた。

○ 条件制御で，統一する条件と制御

する条件との混同が見られ，対照実

験の意味の理解が不足している。ま

た，植物の成長における日光の条件

について，その知識を活用し，論理

的に思考することが不十分である。

○ 植物を育て，観察した成長のよう

すを整理して結論付ける丁寧な探究

活動が大切である。発芽の条件，成

長の条件，花のつくりの違いなど学

習で，条件制御の考え方をくり返し

て，習熟させるようにする。

11 (3) 観察・実験の結果から習得された知識・理解の定着を問う問題

通過率（５４．０％） 無解答率（０．７％）

○ 月は１日のうちでも時刻によっ

て位置が変わることについて，観

察やその記録を通した，実感を伴

った理解を求めた。

○ 昨年度より通過率は改善されて

いるが，定着度は不十分であり，

観察とその結果の整理による確実

な定着が必要である。

○ 新学習指導要領では，６学年で「月の位置や形と太陽の位置」，中学校で「月

の運動と見え方」が導入される。系統性において本内容は基本となり，確実な定

着が求められる。また，日中，学校での観察が難しい場合，夜間の観察を課題と

して取扱うことが想定される。その際の事前指導においては，安全面への配慮の

他，時間，方位，動き方など，観察の視点を明確にして，月の形による位置と時

間との関係を理解させることが大切である。
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【 特に定着を図りたい問題 ＜中１理科＞ 】

３ １(1) 習得した学習内容を生活とのつながりで説明する，深い理解を問う問題

通過率（１４．７％） 無解答率（０．３％）

○ 光の性質の「屈折」

について，日常生活

で生じる現象を解釈

し，現象のしくみを

光の道筋で説明する

ことで，深い理解を

求めた。

○ 「屈折」の現象そのものは理解しているが，光の道筋の認識が不十分である。

視覚で捉えている像は，「光が目に入る方向で進んでくること」への理解を深め

させる必要がある。

○ 日常生活で体験する視覚的な現象について，より多くの事例を光の道筋で説明

する学習を取り入れ，概念形成を図るようにすることが大切である。

７ ２ 視覚的に確認しにくい現象をモデルで説明する，深い理解を問う問題

通過率（２８．６％） 無解答率（３．７％）

○ 水溶液の性質であ

る「溶質が均等に分

散すること」と「そ

の状態が半永久的に

続くこと」の２つの

観点について，粒子

のモデルで表して説

明する，深い理解を

求めた。

○ 観察・実験では，有色の結晶を水に溶かし，どの部分も同じ色の濃さになるこ

とから，溶質が均一に分散することを見いださせる。その際，学習のまとめで，

「水溶液は透明であること」を確認するが，「溶質が均等に分散すること」への

認識が深まらず，理解が言葉の上だけに留まっている。

○ 水溶液の濃度が均一になる状態を粒子のモデルで説明する学習活動を取り入れ，

イメージ化を図ることが必要である。粒子概念の基礎となるものであり，原子・

分子や化学反応，イオンの学習につながる重要な概念である。新学習指導要領で

も粒子のモデルで説明できることが求められている。
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【 特に定着を図りたい問題 ＜中２理科＞ 】

２ １(2) 習得した知識を体系化し，総合的な理解を問う問題

通過率（３２．９％） 無解答率（０．２％）

○ 肺循環と体循環における血液の循

環経路から，血液を仲立ちとして各

器官が関連し合って働いていること

や，それの機能を支える循環系の意

， 。義について 総合的な理解を求めた

○ 肺循環で，血管名と血液名が逆に

なる理由について，心臓を中心とし

た血液循環と血管のつくりを関連さ

せて理解することが不足している。

○ 心臓のつくりと機能の理解を図る

とともに，循環経路の模式図により，

物質の循環をモデルで説明する活動

を取り入れ，総合的な見方や考え方

を養うようにすることが大切である。

２ ２(1) 対照実験における条件制御の根拠を問う問題

通過率（３８．８％） 無解答率（１２．６％）

○ 対照実験で，設定する条件の理由

を問うことで，科学的なものの見方

， 。や考え方による思考 判断を求めた

○ 条件制御の設定を機械的に捉え ,

条件を対照させる意味の理解が不足

している。実験企画に重点をおいた

指導計画が必要である。

，○ 観察・実験による探究的な学習は

。生徒の目的意識の持続が重要である

目的意識に基づく思考，判断を通

，して知識・理解が獲得されるように

授業ごとに学習活動の重点化を図る

ことが求められる。また，実験中の

机間指導を通して 実験の目的 操，「 」「

作の意」の理解を確認することが大

切である。
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(5) 【英語】

学年別平均通過率 中１ 70.0% 中２ 62.5%

（英語：中２）内容・領域別平均通過率

75.7%

52.4%

67.3%

47.8%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聞くこと

話すこと

読むこと

書くこと

（英語：中１）内容・領域別平均通過率

80.7%

66.4%

70.9%

60.7%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聞くこと

話すこと

読むこと

書くこと

（英語：中１）観点別平均通過率

62.5%

75.8%

61.9%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

表   現

理   解

知識・理解

（英語：中２）観点別平均通過率

54.5%

71.9%

52.0%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

表   現 

理   解

知識・理解

中学１年 

○ 「理解」については，通過率７５．８％で，特に聞いて概要・要点を把握することについては

定着が図られているが，「表現」については，それぞれ６２．５％であり課題が残る。 
○ 「書くこと」では，自己紹介の英文を作成することには慣れてきているが，その他の場面にお

いては授業等で頻繁に使われる語句や文構造であっても活用する力が十分でない。 
 （例）This book is nice. (This の記述 55.9%) 

○ 疑問詞，代名詞，否定文の構造等について類似の問題を出題しているが，顕著な改善はみられ

ない。（例）What music do you like?  （並べ替え 29.9％） 

 
中学２年 

○ 「理解」が通過率７１．９％であり，聞いて適切に応答したり，読んで要点をとらえたりする

力は定着しているが，「表現の能力」及び「言語知識」について，５４．５％，５２．０％と課

題が大きい。 
○ 文構造を意識して正しい語順を試す問題においては，不定詞及び「疑問詞＋名詞」の理解が不

十分である。(例) What sports do you like? （並べ替え 34.3％） 

○ 「書くこと」では，与えられたトピック「学校の紹介」については，通過率３５．２％，無答

率２４．４％（６問平均）であり，身近な話題について既習事項を用いて表現する力が不十分で

ある。 
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【 特に定着を図りたい問題 ＜中１英語＞ 】

８ (2)(4)(5) 対話の流れに合う表現を，与えられた語を並べ 替えて完成させる問題
通過率 (2)（３７．７％）(4)（４１．９％）(5)（２９．９％）
無解答率(2)（ ０．８％）(4)（ ０．８％）(5)（ ０．７％）

９ (1)(2)(3) 身近な人や物について説明したり，問いかけたりするなど表現する力
を，適する語を記入することでみる問題

通過率 (1)（５５．９％）(2)（６０．７％）(3)（３０．７％）
無解答率(1)（１１．０％）(2)（ ８．２％）(5)（１０．３％）

○ 聞いたり，読んだりして概要や要点を把握する力に比べ，適切な英文の作成や，
文脈に適する語を正確に書く問題が低い通過率である。

○ 大問８は，基本的な代名詞，否定文および疑問詞の文構造の理解について例年出
題している。対話の流れから意味をとらえ，語と語のつながりを意識して正しく英
文を作成することは，自己表現で最も大切にしたい事項である。

○ 大問９は，文脈に合わせ基本的な語を実際に書くことについて出題している。言
語の使用場面と英語の表現形式が結びついていないことや，口頭で表現できても文
字で正確に表現できないことが課題である。

○ 語と語の区切りやつながりなどに注意して正しく書くことについては，「実際に
数多く書く」練習を確保することが必要である。

音声と文字で語句，表現の定着を図る
・ 場面に合う語句や表現を音声により慣れ親しんだ上で，書くことをとおし
て定着させる。(音声と文字の結びつきを図る指導の工夫)

実際に数多く書く
・ 生徒が自分の意思で学んだ英語を書く活動を授業や家庭学習において設定

する。その際，同じ文構造であっても数多く書けることを評価し「書くこと」
に対する動機付けを行う。

９ (1)→（This を使って自分の部屋にある品物を 10 個紹介する。）
(3)→（友だちが知らないことを， 10 以上紹介する。）

○ 中学校学習指導要領解説外国語編 Ｐ 17 ～ 19 エ 書くこと
鹿児島ベーシック 中１ ２２年度改訂 １９
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【 特に定着を図りたい問題 ＜中２英語＞ 】

11 指定されたトピックについて，自分の考えを与えられた語等を利用して３文

以上書くことができるかをみる問題

【１つだけ文が正確に書けた】 【内容が伝わる文を１つ書けた】 無解答率（ 1 文目から）

通過率（４８．０％） 通過率（５４．６％） （１８．０％）

【２つまで文が正確に書けた】 【内容が伝わる文２つ書けた】 無解答率（２文目から）

通過率（２８．１％） 通過率（３８．２％） （２４．４％）

【３つ全て文が正確に書けた】 【内容が伝わる文を３つ書けた】 無解答率（３文目だけ）

通過率（１６．４％） 通過率（２５．８％） （３０．７％）

※（正確さ）スペリング，符号，表記等全て正しい ※内容が伝わる文（細かいミスはあるが，内容は伝わる文）

○ 自分の考えを記述する問題の通過率は，例年低い。英語で表現することに不慣れ

であり，どのように書いたらよいのか分からないことが原因である。

○ 身近な場面における出来事や体験したことなどについて，自分の考えや気持ち等

を書くことは，既習の語句や文構造の活用を実感させる上で大切にしたい学習活動

である。

○ まとまりのある文章を書く力を高めるために，身近な話題(トピック)を提示し，ど

の程度表現させたいかを中・長期的視点でとらえ，継続的な指導を行う必要がある。

トピック（例）

・ 「自分の好きな人，もの」「ある日の日記」「自分の学校」「就きたい職業」

・ トピックについて，生徒自身の考えが広がる工夫を行う。(イメージマップ等)

指導の工夫（例）

・ 表現に必要な語彙や文構造について口頭練習を行い音声イメージを作る。

（最小限の文脈で必要な語彙の定着を図る活動，ペアによる英問英答等)

・ 音声により慣れ親しんだ上で，語と語のつながりなどに注意して書く。

（音声と文字の結びつきを意識させて書く活動，基本となる文構造を視覚

化し，語順を意識させて書く活動）

○ 中学校学習指導要領解説外国語編 Ｐ 17 ～ 19 「エ 書くこと」

鹿児島ベーシック中２ ２２年度改訂 ２１
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